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四つのテスト
●真実かどうか　
●みんなに公平か　
●好意と友情を深めるか　
●みんなのためになるかどうか

  ２０１０～１１年度
  第２６５０地区のテーマ

 
『ロータリーを良く学び、
 　変化を知り、
 　忘れたことを思い出そう』
 

　国際ロータリー第２６５０地区

  ガバナー　栗田 幸雄
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第31回 3月8日 
通算1543回

第30回 3月1日 
通算1542回
Ｒ.Ｃ.は出席から 1542回　
●会員数         　68名　　
●出席免除者数　　 24名
●出席者数　　　　 47名
●補填者数　　　　　－
●出席率　　　　83.9％

1540回の修正　
●会員数         　68名　　
●出席免除者数　　 24名
●出席者数　　　　 61名
●補填者数　　　  5+4名
●出席率　　　　 95.3％

例会状況報告

１.開会の点鐘　17時30分
２.ソング
　「それでこそロータリー」
３.お客様の紹介
４.会務報告
５.卓話　
　奈良文化財研究所　
　副所長　井上　和人　氏
　「平城京遷都の真実」
６.閉会の点鐘　18時30分

例会プログラム

２０１０－２０１１／３１
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会長報告
楠木重範先生

理事会報告です。
●佐保川清掃については、社会奉仕委員長から説明をして頂きます。
●新入会員について。柔道整復師の門脇伸幸さん（㈲伸幸グループ代表取締役）の
　入会を承認いたしました。次週入会の予定でしたが、門脇さんの都合で２９日の
　例会で入会式を行います。
●米山奨学生については、地区委員の植倉さんから報告して頂きます。

２月２６日第二回県下会長・幹事会が橿原ＲＣのホストにより、橿原ロイヤルホテ
ルで開催され、私と幹事が出席いたしました。
◎県下でゴルフ以外に親睦を図るような行事を開催してはどうか、と前回王寺ロー
タリークラブより提案がありました。過去にソフトボールやボーリングを行いま
したが、ソフトボールでけがをされたり、ボーリングは費用がかかり過ぎるとい
うことで、現在のところ見合わせています。次回に何か良い案をあれば持ち寄る
ということでした。

◎要望事項として各クラブの事務局員の勤務時間を教えて欲しいという事で、１３
クラブの事務局員の勤務時間一覧表を頂きました。事務局に資料として保管して
ありますので、必要があれば事務局にご確認ください。

◎第二ガバナー補佐から、地区からの報告がありました。
 ☆ガバナー賞については、前・後期の二回選ばれることになりました。前期は３５
件の応募があり、奈良西ＲＣと大和高田ＲＣが受賞されました。後期の申請はま
だまだ間に合いますので、委員長は、宜しくお願い致します。

　☆2013-2014年度のガバナーに坂本克也さんが選出されたという報告がありました。
　☆地区大会には2,314名の登録がありました。まだ若干会場に余裕があるので一人
でも多くの方に参加して欲しいとのことです。入会３年未満の会員は、全員出席
して下さいと言われました。
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 ☆会員１人当たりの財団の一般寄付目標は＄１６０ですが、奈良県下の実績は＄１１１でした。ちなみに、武
藤財団委員長から「うちは充分いけてます」と言われてます。

　☆米山奨学会への寄付金は、会員１人当たりの目標24,000円に対し、奈良県下の実績は13,110円ということで
すが、植倉委員に訊きましたら、当クラブはクリアできているということです。

　☆ポリオ2億円チャレンジにつきましては、先週、武藤財団委員長よりお願いがありましたが、あまり慌てず
に3年ぐらい継続でやって頂いたら良いのではないか、ということです。

◎第3回の県下会長・幹事会は6月4日で、ホストはあすかロータリークラブです。この第3回につきましては新・
旧合同で、井上さんと増井さんも出席されます。

◎10月1日にＩＭがいかるがホールで行われます。ホストは王寺ロータリークラブです。

■先般、卓話をして下さいました奈良ダルクから、施設をリフォームされるに当り、タイルの代金を支援して
欲しいというお願いがありました。クラブとしてはできませんが、もし会員に心ある方がいらっしゃったら
お願いしておきます、ということで回答いたしました。よろしくお願いします。

■地区から、ニュージーランドの地震災害義捐金（お一人1,000円）の協力要請が来ていますので、よろしくお
願いします。

■4つの新しい試験的プログラムをご案内いたしましたが、来月（4/1）までに報告しなければなりませんので、
本日の理事会で議論して頂きました。まだ無理だろうということで、本年度に関しては奈良大宮ロータリー
クラブとしてはこれには参加しない、ということを決定いたしました。

委員会報告
新世代委員会・谷川委員長
新世代育成基金奨励金につき、地区から正式に文書で通知があり、金額等決定致しました。三笠中学での、「夜
回り先生からのメッセージ」の講演会に対して５万円、また、「携帯電話有害サイト対策研修会」に対して１
０万円、併せて１５万円ですが、対象は当クラブだけでなく、協催の大宮地区自治連合会・登美ヶ丘北中学校
地域支援本部と折半になります。４月の地区大会以降にガバナー補佐に来て頂いて贈呈式を行います。
社会奉仕委員会・橋本委員長
前年度1300年祭の為に佐保川清掃を行いませんでしたので、今年度は５月１５日の日曜日に予定されています。
もし雨の場合は次の週の２２日に順延されるそうです。今年はガバナー賞の後期というものが設定されるそう
で、もし締切に間に合うならばそれを申請したいと思います。皆様方の多数のご参加を頂きたいので、理事会
で移動例会とすることが、決定されました。清掃後清らかな気持ちで桃谷楼にて移動例会を行いたいと思いま
すので、是非ご参加ください。改まって道具などは必要ないようです。もしも雨の場合、例会は行われますが
掃除は行われません。ただし、掃除は次の週に行われますので、その場合掃除には是非ご参加ください。
RI第2650地区米山奨学委員会・植倉委員
４月から新しく米山奨学生になる方が決まりました。お名前は張敏さん、奈良先端科学大学院大学の修士課程
に在学しておられる中国人の女性です。今までの崔瀞仁さん同様よろしくお願いします。
親睦活動委員会・野﨑副委員長
●３月２３日(水)に鴟尾の会親睦ゴルフ大会が生駒ロータリークラブ主催で行われます。場所は飛鳥C.C.で、
　スタートは8：30です。
●春の家族親睦例会について出欠表を回覧致します。４月１０日の午後４時～８時まで。場所は当奈良ホテル
　です。
RI第2650地区WCS委員会・潮田委員
フィリピンのレイテに行ってまいりました。来年度からフィリピンのマニラで、スラム街の子ども達に予防接
種を行う事業が始まります。そこに下見を兼ねて行ってきたのですが、偶然にも去年まで、ミリラニ・サンラ
イズロータリークラブが浄水器の設置を行っておられました。それに引き続き、同じ場所で2650地区が活動す
ることになります。
プログラム委員会・髙野委員長
●３月の８日～１２日まで、天平倶楽部３階ホールに於きまして「お水取り木版画展」が開催されます。これ
は、画文集「修二会の風景」が出版されて、その「文」の方を北河原会員が書かれておられます。木版画の
方は浦田周社さんがなさっておられます。
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●プログラム委員会を開催いたしますので、是非ご出席頂きますようお願い致します。（麹谷さん、高木さん、
佐川さん、楠原さん）

●次回の卓話は、奈良文化財研究所副所長の井上和人先生です。演題は「平城京遷都の真実」。実は1300年祭
の間、他クラブでの卓話は、すべて井上先生にこの内容でお願いしました。当然学者として学説、自説だけ
でなく、俗説や伝説などを織り交ぜて、非常に中身の深い話になります。

藤井副会長
先週、情報集会を４班に分かれて開催しました。総勢６１名ご参加頂き、誠に有難うございます。その意見を
踏まえて委員会で纏めて行きたいと思っています。
増井副幹事
本日例会終了後、桐の間にて次年度理事会を開催いたします。次年度の役員の方はご出席お願い致します。

　「夢の病院をつくろうPROJECT」
NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス　理事長　楠木重範氏

子どもの病死の第一位は小児がんです。しかし医学の進歩に伴い小児がんの７－８割は治癒する時代になりま
した。このように治癒率が向上してきた一番の理由は、化学療法（抗がん剤の治療）の進歩です。また小児は
比較的強い化学療法を施行できることが、治癒率の向上にもつながっていると考えられます。なぜなら大人に
比べて小児は心臓、肝臓、腎臓などの臓器が若くて元気ですから、強い化学療法にも耐えることが出来るので
す。
強い化学療法に耐えることはできますが、決して楽ではありません。化学療法の副作用で免疫力が低下するた
め、ちょっとした風邪が生命にかかわることもあります。
通常小児がんの治療は4～6回の化学療法を入院治療で行いますので、半年以上、長ければ1年以上の入院生活が
必要となります。このように小児がん治療の特徴として、免疫力の低下と長期入院があげられます。
また小児がんのこどもの入院には、親が付き添いをしていることがほとんどです。子どもの心のよりどころと
なるのは、間違いなく家族です。しかし病院は病人のための施設なので、付き添い家族のための寝るところ、
食事などは用意されていません。付き添い家族、主にお母さんは入院ベッドの横の狭いスペースで、付き添い
用の狭いベッドをレンタル、または購入して使用しています。このように長期入院が必要な小児がんの子ども
と家族にとって、病院は闘病の場でもあると同時に、生活の場でもあります。
生活の場としての病院は、満足できるものでしょうか？
子どもはベッドの上で、寝て起きて、遊んで、勉強して、尿器におしっこをして、ご飯を食べて、抗がん剤を
投与されます。嫌なことも、楽しいことも、全部ベッドの上です。付き添いをされているお母さんも、心身と
もに疲れてきます。
またお母さんが妊娠していることもあります。つまり、妊婦がこの環境で数か月間過ごすこともあるのです。
おなかの大きいお母さんが、泣いている子どもをずっと抱っこしなければならないこともあります。出血した
ため、安静にしていなければならない妊婦の母が、この環境で過ごされていたこともあります。
なぜこのようなことが今まで改善されてこなかったのか。「病気なんだから仕方が無い」という日本式の古い
考え方のためだと思います。病気になったからこそ、病気のこと以外にはできるだけ気を使わなくてもよい環
境を整えるべきではないでしょうか。
2006年11月医師・患者家族などが協力して、NPO法人チャイルド・ケモ・ハウス（http://blog.canpan.info/kemohouse/）
を設立しました。ケモは「化学療法」の英語chemotherapy(ケモセラピー)の略です。小児がんに対する正しい知
識を世間に知ってもらうため、そして日本で初めての小児がん専門治療施設を創る事が大きな目標です。
小児がん治療の理想的な施設を私達は「夢の病院」と呼んでいます。そして、「夢の病院は家です」というコ
ンセプトのもと、活動に賛同してくださった建築家の手塚貴晴さんに夢の病院の設計図を書いていただき、さ
らに模型まで作成していただきました。手塚貴晴さんは、副島病院の建築をされており病院の建築にも詳しく、
また「ふじようちえん」などの子どものための施設も建てられ、数々の賞を受賞されています。
また、グラフィックデザイナーの寄藤文平さんを中心に「夢の病院をつくろうプロジェクト」というホームペ
ージ（http://www.yumenobyouin.org/）を立ち上げました。夢の病院を創るためには、資金が必要です。海外で
は子どものための施設は、ほとんどが個人や企業からの寄付で賄われています。しかし、寄付文化の根付いて
いない日本ではこのような施設はまだありません。
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ニコニコ箱　本日計 38,000円　累計　1,734,000円

「夢の病院をつくろうPROJECT」では「こんな病院があったら」という、ひとりひとりの想いを「夢のアイテ
ム」としてＷＥＢサイトに掲載しています。夢の病院を建てるという夢をいっしょにかなえてほしい、そんな
想いから、夢の病院アイテムの「アイデアを買っていただく」というちょっとユニークな寄付のしくみを考え
ました。ひとつひとつのアイテムには、実際に闘病生活を送る子どもたちやその家族、また医療関係者たちの
切なる願いが込められています。
このように小児がんの関係者はもちろん、まったく小児がんと関係のない職種の方々にも共感していただき、
ご協力いただけるのは本当にありがたいことだと思います。そして、私達の夢が、みんなの夢であることを実
感しています。

矢追家麻呂君　多田・楠木・麹谷・森下各委員長さん、情報集会ご苦労さまでした。
藤井正勝　君　皆様のご協力を賜わり、情報集会に多数の方々の参加をいただきました。ありがとうございま

した。
楠木重樹　君　今日は息子の夢物語を聞いて頂き有難うございます。夢に向けて一歩踏みだそうとしています。

夢が叶うことを願って。
森　一紀　君　今日からお水取りです　早く春が来ますように
松岡弘樹　君　奈良の歴史的行事「お水取り」がはじまりました。世界平和と景気回復、そして暖かい春が来

る事を祈ってます。
野﨑隆男　君　武中さん、堀内さん、中奥さん立派な物送って頂きありがとうございました。無事に、オープ

ン出来ました。
潮田悦男　君　ＷＣＳレイテミッションより無事帰ってきました。
橋本和典　君　桃の節句は女の子の節句。ミク姫もまだかまだかと待ち望んでいます。新しい姫もおひな様に

会えたら良いのにネ！それにしても女性は偉大ですなぁ感服します。ひょっとして桃太郎は女
性やったりして！？

宮西正伸　君　ニコニコ協力です。
有井邦夫　君　ニコニコ協力！
中奥雅巳　君　ニコニコ協力
今﨑和民　君　ニコニコに協力。

例会変更
■�奈良西ロータリークラブ　■
・�３月１７日（木）・・・賀寿御祝並びに新入会員歓迎会の為、例会場所変更。
　　　　　　　　　　　　 午後６時より例会、午後６時半より奈良ロイヤルホテル内シャロンに移動
※　ビジター受付は午後５時半～午後６時まで奈良ロイヤルホテルフロント横にて行います。
・�３月２４日（木）・・・休会　
※　ビジター受付は行いません。
■�平城京ロータリークラブ　■
・�３月３１日（木）・・・定款第６条第１節(c)により休会。
※　ビジター受付は行いません。
■�桜井ロータリークラブ　■
・�３月２３日（水）・・・あすかＲＣとの合同夜間例会に変更の為、例会場・時間変更。
　 　　　　　　　　　　　時間：１８：００～　場所：橿原ロイヤルホテル　２階　「畝傍の間」
・ ３月３０日（水）・・・社会奉仕活動　さくら祭りに変更の為、例会場・日時変更
　　　　　　　　　　　　 日時：３月２７日（日）   場所：倉橋ため池ふれあい公園　
※　ビジター受付は３月２３日（水）、３月３０日（水）両日とも、１２時～１２時半まで
　　例会場（桜井市まほろばセンター）にて行います。

次週の例会
３月１５日（火）　　　　　

卓話　中條 章夫　会員
「我が社のバイブル～経営計画書について～」
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